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『世界でいちばん貧しい 
大統領のスピーチ』 

ムヒカ／述、くさばよしみ／編、中川学／絵、汐文社 
 
2012年、ブラジルのリオデジャネイロで、環境

が悪化した地球の未来について話しあう国際会議

がありました。この本は、そこでの南米ウルグアイ

のホセ・ムヒカ大統領によるスピーチを絵本にした

ものです。優しい語り口で、現代社会が抱える問題

をわかりやすく投げかけており、私は小学校高学年

から中学生の読み聞かせに選んでいます。 

大量に生産しては消費し、使い捨てるという悪循

環の世界がつくりだされている現代、欲深さの妖怪

によって私たちは生き方の危機に陥っています。 
 
貧乏とは、少ししか持っていないことではなく、かぎり

なく多くを必要とし、もっともっととほしがることである。 
 

社会が発展することが、幸福をそこなうものであっては

なりません。発展とは、人間の幸せの味方でなくてはな

らないのです。 
（『世界でいちばん貧しい大統領のスピーチ』より） 

 
スピーチの言葉は人々の心に響き、終わると会場 

 

 

 

 

 

   

蔵書点検のため休館します 
 

６月９日(月)～１６日(月) 
 

上記の期間、情報館と市内分室は蔵書点検のため休館します。蔵

書点検は、情報館・分室に所蔵する資料の一斉点検です。約26万点

の全資料を確認し、行方不明の資料を探す、蔵書構成を見直すといっ

た大切な作業を行います。休館中はご不便をおかけしますが、ご理解

とご協力をお願いします。 
 

休館中の返却は、情報館、川西・松代・松

之山分室ではブックポストをご利用くださ

い。CD・DVD・ビデオや大型絵本、相互貸

借資料は、休館明けの６月17日(火)以降に

カウンターでお返しください。それ以外の分

室では、各公民館の窓口にお返しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 
2025Jun. 
Vol.257 

編集・発行 

十日町情報館・ＮＰＯ法人らいぶフォーラム 
〒948-0072 十日町市西本町2丁目1番地1 
TEL／025-750-5100 FAX／025-750-5103  
「らいぶフォーラム」は、十日町情報館と図書館分
室の図書館サービス業務を受託している市民による
非営利団体です。2014年2月にＮＰＯ法人となり
ました。 

から大きな拍手がわきおこりました。 

ムヒカ大統領は在任中も農場での生活を続け、立

派な車に乗るかわりに古い愛車を自分で運転して

仕事に向かいました。その質素な暮らしぶりから、

“世界一貧しい大統領”と呼ばれました。 

ゲリラ活動により４度投獄されますが、13年間

の牢獄での孤独な生活を救ったのが読書でした。

「本当の豊かさとは？」、「満たされた人生とは、ど

う生きることなのか？」。本当に大切なことを問い

続け、語り合い、歩み続けることの大切さを教えて

くれたムヒカ元大統領は、2025年５月13日に89

歳で亡くなりました。追悼の意を込めて、この本を

ご紹介します。 

子ども読書活動推進コーディネーター 

林 篤子 本のちから(15) 

十日町情報館・図書館だより 
TOKAMACHI CITY LIBRARY PUBLICITY PAPERS  

よむよむ 

 
●一般向け  
・家族 ・ちょっとそこまで （～6/8） 

・暑い夏を乗り切ろう（6/17～） 
・大人のための絵本・児童文学特集 （6/17～） 
●児童向け 
・いただきまーす ・だいすきなかぞく 

６月のテーマ図書 
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【令和７年度 情報館主催 パソコン講習】 

まるで初心者コース 
電源の入れ方や文字の入力、マウス操作やインターネ

ットの楽しみ方を学びます。  
日 程／６月17日(火)、19日(木) 

24日(火)、26日(木) 

    午後２時～４時  ※全４回 

対 象／はじめてパソコンにさわる人 

受講料／5,000円（テキスト代込み） 

会 場／情報館１階 コンピュータ研修室 

定 員／先着11人 

申込み／専用チラシの申込用紙に記入してお持ちく 

ださい。電話・FAXでもお申込みできます。 

 

第99回名作読書講座 

『太陽の季節』 石原慎太郎／著 （新潮社） 
 

女とは肉体の歓び以外のものではない。友とはの

相手でしかない。 

若者の無軌道な生活を通して感情を物質化する若

者たちを描き、戦後日本社会に衝撃を与えた石原慎

太郎のデビュー作です。夏の海辺や高原で享楽的な

行動をとる若者は「太陽族」と呼ばれ、社会現象を巻

き起こしました。 

1955年に第１回文學界新人賞、翌56年には第

34回芥川龍之介賞を受賞。  
日 程／６月22日(日) 

午後２時～３時15分 

会 場／１階第１集会室 

対 象／中学生以上 

講 師／庭野三省さん 

定 員／25人（申込み不要） 

 

その他の催し 
 

●身体障がい者福祉センター 

ふれあい作品展 
日 時／５月28日(水)～６月４日(水) 

午前９時～午後７時  
※４日は午後２時まで 

会 場／２階ギャラリー  
入場料／無料 

 

●明石学級写真コース 作品展示 
日 時／６月18日(水)～25日(水)  

※23日(月)は休館日 
午前９時～午後７時  

※18日は午前９時30分から、25日は午後３時まで 
会 場／２階ギャラリー  
入場料／無料 

 

●教科書展示 
日 時／６月20日(金)～７月４日(金) ※23日(月)は休館日 

午前９時～午後７時 

会 場／１階スロープ前   入場料／無料 

 

 
◆情報館 
７日(土)／おはなしぴよぴよ（乳幼児） 

21日(土)／読み聞かせの会 どんぐり 

（幼児～小学校低学年） 

28日(土)／おはなし「たまてばこ」 

（乳幼児） 
 

◆川西分室 
21日(土)／おはなしの会「ふきのとう」  

（乳幼児～小学校３年生くらい） 
 

◆松代分室 ６月はお休みです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間・休館日 
開館時間 午前９時～午後７時 
休 館 日 第２・第４月曜日（当分の間） 

特別整理期間、年末年始（12/29～1/3） 
 

 

 

 

満開の桜もあっという間に葉桜へと変わ

り、山菜の季節も中盤になってまいりました。

こちら情報館でも「山菜コーナー」を設けてい

ます。私が好きな春先の山菜はコゴミ、木の芽

（アケビの新芽）あたりです。まだ柔らかい新

芽の歯ざわりと、春の山菜ならではのほろ苦

さは、冬眠していた身体を目覚めさせてくれ

るような独特の美味しさを感じます。 

とはいえ私自身にとって、これまで山菜採

りは縁が遠いものでした。しかし、今年はぜひ

チャレンジしてみたいと思い、数回行ってき

ました。新緑のなかに足を踏み入れると、ウグ

イスの素晴らしい鳴き声が出迎えてくれまし

た。その美声をBGMに木の芽などを採りまし

た。思いのほか楽しく、なかなか都会では味わ 

えない田舎ならではの贅沢

さでした。スーパーで買えば

高い山菜を、こうして自生し

ているものを旬の時期に収

穫できるのはありがたいこ 

とだと思いました。（南雲） 

スタッフによる日々の声をお伝えします 

ねえ、きいて その57 

●白ヌキは休館日です。 

●各分室の開館カレン

ダーは、十日町情報館

「WebOPAC」のウ

ェブサイトでご確認

ください。 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

６月の情報館開館カレンダー

（）内は対象 


